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研究成果の概要（和文）： 
日本語学習者の総合的な日本語能力および共起表現のテストを作成し，これを中国の西

安外国語大学で日本語を専攻とする学生(3 年生と 4 年生)に対して実施した。このデータを
構造方程式モデリング(Structural Equation Modeling: SEM)の手法によって分析した。その結
果，慣用句には語彙知識の影響が認められた。それに対してオノマトペは語彙とは直接の
影響は見られず，慣用句の影響が見られた。つまり，語彙→慣用句→オノマトペという順
序での影響関係が見出された。この成果は，研究代表者が主催となってワークショップを
実施し，構造方程式モデリング (SEM) の手法・知見を日本語教育関係者および日本語学
習者と共有した。また，一連の研究成果を，日本語教育学会，第二言語習得研究会，日本
言語科学会等で発表した。また，日本語学習者による共起表現の習得状況を明らかにする
ための基準として実施した日本語母語話者における共起表現の使用状況についての調査結
果は，論文にまとめ日本言語学会の査読付き学術誌である『言語研究』に採択された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We conducted tests of general Japanese ability and collocational expressions on 2nd and 3rd year 
native Chinese speaking university students studying Japanese. Test data were analyzed by a 
statistic technique of structural equation modeling (SEM). The results showed the causal relations 
of acquisition from lexical knowledge via idioms to onomatopoeia. We organized a workshop 
related to the SEM technique to share the results of this study with teachers and students involved 
in Japanese language education. A series of these collocation studies were presented at various 
academic conferences such as Japanese language education, second language acquisition, and 
Japanese language sciences. A research paper on collocational frequencies of onomatopoeias and 
verbs used for constructing test questions for non native Japanese learners has been accepted by a 
refereed journal Gengo Kenkyu published by the Japanese Linguist Society. 
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１．研究開始当初の背景 
日本語学習者の言語習得に何が最も貢献し
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る 以 前 に ， 構 造 方 程 式 モ デ リ ン グ
(SEM-Structural Equation Modeling; 以下，
SEM とのみ記す)による分析で，中国語およ
び韓国語を母語とする日本語学習者の日本
語能力の因果関係を明らかにした(Tamaoka, 
Miyaoka, Lim, Kim & Sakai, 2007)。それによる
と，中国語母語話者においては，語彙知識が，
２つ以上の文からなる談話の理解(因果関係，
意図的表現，照合判断の３領域で測定)に強く
影響していることが明らかになった。一方，
韓国語母語話者は，文法が日本語と類似して
いるため文法と語彙の両方をバランスよく
利用して談話理解を行っていることが分か
った。しかし，慣用句やオノマトペといった
共起表現は，語彙と文法の両方の要素にまた
がって機能している。それでは，共起表現の
習得には，語彙と文法のどちらがより強く影
響しているのであろうか。この点について，
本研究課題では中国語母語話者と韓国語母
語話者を対象に比較研究を行うことにした。 
２．研究の目的 
本研究は，中国語母語話者と韓国語母語話
者の日本語学習者を対象として，まず語彙と
文法の知識のどちらが共起表現の習得に強
く影響しているかを明らかにした上で，共起
表現の理解が総合的な言語理解(聴解と読解)
にどのくらい貢献するかを明らかにするこ
とを目的としている。共起表現として，本研
究では慣用句とオノマトペの二種類に焦点
を置くこととした。 

共起表現は，句構造を作るという意味で文
法的な要素を持っている。しかし同時に，特
定の名詞と動詞が共起しなくては意味をな
さないことから，一種の熟語としての語彙的
な要素も兼ね備えている。例えば，慣用句の
｢目を盗む｣や｢手を抜く｣は，｢目｣と｢盗む｣，
「手」と「抜く」が共起してはじめて慣用句
の意味になる。したがって，日本語学習者は
このような共起表現を，文法構造を理解した
上で一種の語彙として暗記する必要がある。
オノマトペを含む「雷がごろごろ鳴る」と「雨
がしとしと降る」であれば，主語・オノマト
ペ・動詞という３つの句から構成されている。
しかし，この２つの文のオノマトペを入れ替
えて「雷がしとしと鳴る」，「雨がごろごろ降
る」と言うと，誤った表現になる。これは，
オノマトペが，共起制限が強いためである。
この共起制限の強さは，日本語の文理解にお
いて，次にくる表現を予測する手助けとなっ
ている可能性がある。 
日本語には，中国語から借用された漢語で
構成される共起表現が多い。中国語母語話者
にとっては，母語における漢語の知識が，こ
の種の共起表現に有利に転用されると予想
される。一方，韓国語母語話者にとっては，
漢語的表現は馴染みのあるものが多い(李, 
2007)とはいえ，母語で漢字を用いることはほ

とんどない。そのため,漢語に関する共起表現
での転用は起こり難いであろう。結果･様態
の副詞は，ほとんどが和語であるが,日本語と
文法体系が類似している韓国語でも類似の
共起表現が用いられる傾向があるので,韓国
語母語話者の方がより習得しやすいのでは
ないかと思われる。オノマトペの表現は,擬声
語･擬音語･擬態語であるため,学習者の母語
がすぐに影響するとは考え難い。こうした学
習者の母語と日本語との類似性や相違点か
らくる日本語の共起表現の習得との関連を
明らかにすることにより,学習者の母語に応
じた日本語の共起表現の習得に関するカリ
キュラムの構築に貢献できるはずである。 
３．研究の方法 
まずは日本語母語話者による共起表現の

使用の実態を調査し，それに基づいて学習者
の使用状況を比較することにした。日本語母
語話者については，コーパスと広島経済大学
の学生に対して実施した調査に基づいて，オ
ノマトペの使用状況を考察した。その際，曖
昧性を示す‘エントロピー’と一貫性を示す
‘冗長度’を指標として，共起表現の特徴を
示す。予備調査として，30 種類のオノマトペ
について，それぞれ 30 秒で思いつく動詞を
書かせる調査を 12 名の大学生に行った。 
日本語学習者の調査にあたっては，語彙知

識・文法知識・読解能力・聴解能力という総
合的な日本語能力および共起表現のテスト
を作成し，これを中国の西安外国語大学で日
本語を専攻とする学生 (3 年生と 4 年生) に
対して実施した。 

本研究では，共起表現として，慣用句，オ
ノマトペ，結果・様態の副詞の３種類を選ぶ。  

慣用句については，「頭が切れる」「山をか
ける」など，一般的によく使われているもの
を計 40 種類選択した。これらの慣用句に使
われている名詞は，すべて日本語能力試験２
級から４級までに配当されているものに限
定するため，本研究の被験者にとって馴染み
のある単語である。したがって，慣用句を構
成する個々の単語の意味は理解できるが，そ
れらが共起して生じたときの意味を知らな
ければ，正しく回答することはできない。 
オノマトペも，動詞との共起制限の強い表

現である。たとえば，「げらげら」は通常，「笑
う」とともに用いられる。仮に，「げらげら」
が「笑う」以外の動詞，たとえば「泣く」と
一緒に使われたならば，それは誤用とみなさ
れるであろう。また，「げらげら」が「笑う」
のみと共起するのに対して，「しくしく」は，
「泣く」と「痛む」の２つの動詞と頻繁に共
起する。本研究の刺激は，「げらげら」のよ
うに意味または用法が１つしかないと想定
されるものと，「しくしく」のように２つ以
上あるものとの２グループから構成し，計 30
種類を選択した。 



 

 

慣用句やオノマトペ以外に動詞との共起
制限の強いものとして，結果・様態の副詞が
挙げられる。たとえば，様態の副詞「まっす
ぐ」は，「歩く」や「切る」などとは一緒に
使えるが，「食べる」や「寝る」などとは使
えない。さらに，目的語が限定された場合に
は共起制限はさらに強まり，「太郎が道をま
っすぐ」の後に続く表現は，「歩いた」や「走
った」のような限られた動詞である。したが
って，文理解において，副詞の「まっすぐ」
が次に来る動詞を予測する手助けとなって
いる可能性がある。このような結果・様態の
副詞を 40 種類，刺激として選択した。 

このデータに基づいて，学習者の共起表現
の習得に深く関わる知識や能力がどのよう
なものであるかを分析した。まず，３種類の
共起表現の理解における学習歴１年終了次
と２年終了次との差について，ｔ検定を行っ
た。次に，共起表現と学習歴の関係を，３(共
起表現の分類)×２(学習歴)の分散分析によ
って分析した。さらに，３種類の共起表現と
４種類の語彙知識の因果関係について，SEM
を用いて検討した。語彙知識の分類が語種(和
語，漢語，外来語，機能語)と品詞(名詞，動
詞，副詞・形容詞，機能語)の２種類あるので，
分析は２回行った。最後に，３種類の共起表
現と３分類の文法知識(形態素変化，局所依存，
構造の複雑性)の因果関係を SEM で分析した。 
４．研究成果 
本研究の実施初年度に当たる平成 20 年度

に実施した日本語の総合的テストの結果，慣
用句には語彙知識の影響が認められた。それ
に対してオノマトペは語彙とは直接の影響
は見られず，慣用句の影響が見られた。つま
り，語彙→慣用句→オノマトペという順序で
の影響関係が見出された。この結果について，
また SEM による日本語習得研究の分析手法
に関して，研究代表者がワークショップを企
画し，この手法を広めるとともに様々な専門
分野の聴衆からコメントを得た。韓国語につ
いては，コーパスを利用してオノマトペと共
起する動詞を調査した。平成 21 年度には，
中国の西安外国語大学および天津外国語大
学において，中国人日本語学習者を対象とし
て，語彙知識・文法知識・共起表現・聴解・
読解の総合的日本語能力テストを実施した。
最終年に当たる平成 22 年度には，前 21 年度
に実施したテストのデータ整理および解析
を行った。その成果の一部を論文に投稿した。
それらのうち，日本語母語話者による共起表
現の使用実態に関する成果は，日本言語学会
の査読付き学術誌『言語研究』に採択された。 
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